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枯死首を発病苗とした。

③苗立枯細菌病

2 試験方法

1)種子伝染性病害の発病抑制効果

①ばか苗病

試験はササニシキ(1997年産)を用い1998年 6月 に行

った。種子は開花期接種した籾を健全籾に lo%混入し

た。温湯浸演処理は水温 58,60,63,65℃ とし,それ

ぞれ時間5,lo分間で行った。温湯浸漬処理後は直ち

に流水中で冷やし,15℃ 6日 間浸種,30℃ 18時間催芽

した後,プラスチック製育苗箱 (17× 1lcnl)を用いて人

工培土上に播種した。出芽処理は 30℃ 2日 間行つた。

発病調査は播種後 14日 目にすべての苗について行い,

草丈が正常苗の約 15倍に徒長した苗を発病苗とした。

②いもち病

試験は
"01年

6月 に行い,自 然感染したひとめばれ

(201Xl年 産)を用いた。温湯浸漬処理は60℃ 10分問,63

℃ 5分間の条件で行った。温湯浸漬処理後は直ちに流水

で冷やし,発病を促すために3日 間湿室内で催芽し,木

製育苗箱(10× 10cm)に播種した。床土にヒドロキシイ

ソキサゾール粉剤を混和し,播種後は無覆土とした。育

苗時は不織布で被覆し湿度を保った。

近年無農薬栽培・減農薬栽培等に対する消費者・生産  試験は 1999年 5月 に行い,ササニシキ(1998年産)に

者の関心が高まつており,無農薬栽培等を行っている水  減圧接種した籾を2%混入し供試した。温湯浸漬処理や

稲の生産者からは,特に育苗期の病害に対する防除方法  その後の浸種,播種,育苗管理については,ばか苗病の

の確立が求められている。               試験と同様である。

本研究では宮城県において主要な種子伝染性病害であ   発病調査は播種 14日 後に行い,葉の抽出異常や黄化

るいもち病,ばか苗病,首立枯細菌病について,化学合  といつた病徴が見られる苗や枯死苗を発病苗とした。

成農薬による種子消毒に替わる防除方法として温湯浸漬  2)温 湯浸漬処理が発芽に与える影響

法に注目し,その発病抑制効果と温湯浸漬処理が種子の   ①浸漬温度・時間が発芽に与える影響

発芽に与える影響について検討した。           試験 1:1998年 5月 にササニシキ(1"7年産)を用い

て,58,ω,63,65℃の温水にそれぞれ5,10分間浸

漬した。

試験2:1998年 5月 にまなむすめ(1997年産)を用い

て,65℃の温水にlo分間浸漬した。

試験 3:211110年 5月 にひとめばれ,蔵の華,美山錦,

みやこがねもち,ヒ メノモチ(いずれも'1999年産)を用

いて,試験 1と同じ処理条件で浸漬した。

試験4:2000年 9月 に試験 3と同じ種子について,

試験 1と 同じ処理条件で浸演した。

いずれの試験も温湯浸演処理した後,9cmシャーレに

50粒ずつ並べ,25℃定温器に11～ 12日 間入れて発芽

の有無を調べた。なお本葉1葉 と根が正常に抽出したも

のを発芽とした。

②温湯浸演処理前の湿潤時間が発芽に与える影響

試験は 21102年 4月 に行いひとめばれ12001年産)を用

いた。乾燥種子を網袋に入れて水につけ充分湿らせた後

そのまま放置し,それぞれ0, 1, 2,4時 間後に 63

℃ 5分間の温湯浸漬処理を行い,25℃定温器に6日 間

入れて発芽の有無を調べた。

3 試験結果及び考察

1)種子伝染性病害の発病Inl制 効果

発病調査は播種 8日 後に行い,鞘葉の病斑形成苗及び   ばか苗病の発病苗率は,浸漬温度が高いほど低くなっ
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た。温湯処理を行わない無処理での発病苗率が 50.7%

であったのに対し,浸漬温度 63℃では, 5分間,10分

間とも効果が高かった。しかし60℃ では lo分問処理で

も211%以上と発病抑制効果は低かった (図 1)。

いもち病では 63℃ 5分問処理は 60℃ 10分問処理と

比較してやや発病苗率が高くなったが,実用的に許容範

囲であると考えられた (図 2)。

また苗立枯細菌病では無処理の発病苗率が 599%と

高かったが,いずれの温湯浸漬処理条件においても発病

抑制効果は高く,温度条件や浸漬時間による発病苗率の

差は見られなかった (図 3)。

2)温湯浸漬処理が発芽に与える影響

浸漬温度と浸漬時間については,60℃ 10分問処理ま

ではいずれの品種も発芽率の低下は見られなかった。し

かし 63℃条件では5分間では発芽率の低下が見られな

かったのに対し 10分問処理では発芽率が低下する品種

があった。特にヒメノモチ,ササニシキ,蔵の華での発

芽率の低下が大きかった。

また試験 3で使用した種子を 5℃で保存し約 4ヶ 月後

に同様の条件で温湯浸漬処理をしたところ,各品種とも

63℃以上の条件で発芽率が急激に低下する傾向が見ら

れ,特にヒメノモチ,蔵の華で顕著だった (表 1)。

温湯浸漬処理前の湿潤時間が発芽に与える影響は, 0

及び 1時間放置した区は発芽率 80%前後で,温湯浸漬

処理をしなかった無処理と比較して同等だった。しかし

2時間後で47%,4時間では6%と著しく低下した (図

5)。

以上の結果から,温湯浸漬処理によってばか苗病,い

もち病,苗立枯細菌病の3病害に対する充分な発生抑制

効果と実用レベルの発芽率を確保するには,63℃ 5分

問処理が適当であると考えられた。

しかし供試品種のうちヒメノモチ,蔵の華は 63℃ 10

分問処理で顕著に発芽率が低下し,また貯蔵期間の長い

種子や,湿潤状態に2時間以上あった種子は発芽率が低

下した。したがって温湯浸潰処理するにあたっては浸漬

時間や温度を正確に計測するとともに,使用する種子や

作業手順についても注意を払う必要がある。

4 まとめ

温湯浸漬法によって主要なイネ種子伝染性病害の発生

を抑制し,かつ実用レベルの発芽率を確保するためには

63℃ 5分間の処理が適当であると考えられた。
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図 1浸漬処理のばか苗病に対する防除効果 図2浸演処理のいもち病

表 1浸漬温度・時間による品種,1発芽率   に対する防除効果
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図 3浸漬処理の苗立枯細菌病に対する

防除効果
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塩水選後の湿潤時間による発芽率の変化
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